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パイルロック取扱上の注意事項等
※取り扱い上の注意

カタログや缶に明示されている注意事項に従って、安全にご使用下さい。

詳細な内容が必要な場合には製品安全データシー ト(SDS)をご諸求下さい。

《注意事項》吸入すると中毒その他の健康障害を起こす恐れがありますから、取り扱いには下記の注意事項を守って下さい。
1．火気のあるところでは、使用しないで下さい。
2．屋内作業場所には、局所排気装置を設けて下さい。
3．塗布中、乾燥中とも換気をよくし、蒸気を吸い込まないようにして下さい。
4．塗布中は、できるだけ皮附に触れないようにし、必要に応じて有機ガス用防苺マスクまたは送気マスク、保護手袋、前掛け等を

着用して下さい。
5容器からこぽれた場合には、布で拭き取って水をはった容器に保管して下さい。
6．塗料の付渚したウエスや塗料カスなどは廃棄するまでは必ず水につけておいて下さい。
7．取扱後は、手洗いおよびうがいを十分に行って下さい。
8.目に入った場合には、多益の水で洗い、できるだけ速く医師の診察を受けて下さい。
9 ．蒸気、ガス等を吸い込んで、気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けて下さい。
lO．火災時には、炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いて下さいc

］］．よくフタをし、直接日光の当たらない一定の場所を定めて貯蔵して下さい。
12．子供の手の届かないところに保管して下さい。
13.40℃以下の一定の場所を定め、火気、熱源から遠ざけて保管して下さい。
14．中味を使い切ってから廃棄して下さい。
15.シンナー遊び、汚れ落とし等本来の用途以外には使用しないで下さい。
※保管J:および施工にあたっての注意
1．炎天下に長く個いた場合に、パイルロックの缶を開けると蒸発したシンナー等が吹き出すことがあるので十分注意してください。
2 開缶したものを保管する場合には完全に密閉して下さい。（再使用時に粘度が高すぎるときにはパイルロックシンナーを加えて調

整してください）
3 ．パイルロック塗布後から鋼矢板打ち込みまでに降雨など水分に触れる恐れがある場合には、塗布鋼矢板全体をシート等で保護し

てください。

※その他の注意
1．パイルロックは、膨潤している間は軟らかく容易に取り除く事ができますので、鋼矢板を引き抜いた後、速やかにパイルロックを

落としてください。
2．パイルロックによる止水効果は、施工の良否、打設工法、土夜の状態（地盤の硬さ等々）により大きく違ってくる場合がありますの

でご承知匿きください。

参考文献等
※パイルロック工事積算

のための参考文献

※パイルロックエ法の
参考文献

※WEB

「建設物価」
「積算資料」
「建設資材情報」
「積算資料サポート」

「鋼矢板・設計から施工まで」
「地盤工学ハンドプック」、 「土質試験の方法と解説」
「土木施工「なんでも」相談室」
「土木工法事典（改訂V)」、「最新 建設施工法事典」
「防水材・シ ー リング材ガイドブック」
「土木技術解決ノウハウ partl6」
「建築資材デー タベ ース」
「建築資材情報・別冊」
「特殊機能コ ー ティングの新展開」
代表的な検索エンジン
msn, Google, goo, Yahoo,面oseek, excite, J\Vord 
など日本の代表的な検索エンジンでキー ワ ードをパイルロック、止水材、日本化学塗料等と
して検索すれば弊社、代理店、鉄銅建材メ ー カ ー 、建設物価楕報誌等の情報が引き出せます。

（財）建設物価調査会
（財）経済調査会
（株）日本ビジネスプラン
（株）日刊建設通信新聞社
鋼管杭協会

（社）地盤工学会
土木学会
産業調査会
新樹社
近代図書

（財）経済調査会
（株）日本ビジネスプラン
（株）シー エムシ ー 出版
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